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　　　　ま　え　が　き

　当分科会では昭和61年度にBS5400　Part　6　1980　の翻訳を

まとめたが、今年度は続いて、AASHTOの勉強を行うこととした。

　そのときすでに長大橋技術研究会の「米国道路橋示方書（訳）鋼橋上部工関

連部分の抜粋」があったが、これは第12版（1977）で年代が古かったので、

最新のものとして取り寄せたのがこの第13版（1983）であった．

　比べてみると、リベットの規定が無くなっているほかは、内容的にはほとん

ど変わっていないようであったが、細かく見ると、若干異なっている部分もあ

り、体裁も章節が細かく区切られて見易くなっている。

　ところで、我々が外国の示方書を調べるのは、次の2つの場合があると思わ

れる．すなわち、

　1）日本の示方書と比較検討するなどを目的として、規定が大まかに理解で

　　　きればよい場合．

　2）外国の工事を受注して、トラブルなく遂行するために細部にわたって字

　　　句を吟味する場合。

　今回、前記の旧版訳を利用させていただきながら、上記1）、2）のいづれ

にも役立つように、なるべく単語を省略せず、できるだけ直訳的に努めた．し

かし、一部、理解しにくい所も残ったので、念のため原文で確認できるように

巻末に添付することとした．
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